
令 和 3 年 度  事 業 報 告 

令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

ＮＰＯ法人 福岡すまいの会 

１）総括  

・福岡県指定居住支援法人としての活動継続 

・福岡市就労自立支援センター、市内三か所で運営事業受託継続 

・福岡市アセスメントセンター運営事業受託継続 

・福岡県／福岡市ホームレス自立支援推進協議会への参加 

・福岡県／福岡市居住支援法人連絡協議会への参加 

   ・福岡市精神保健福祉協議会への参加 

   ・国土交通省「令和 4年度住宅市場整備推進等事業費補助金」交付 

   ・赤い羽根 新型コロナ感染下の福祉活動応援 全国キャンペーンいのち

をつなぐ支援活動を応援！～支える人を支えよう～ 交付   

   ・臨時総会にて理事・芹田博（新任）を追加選任 

   ・職員の福利厚生充実のため退職金制度を創設（中退共加入） 

       

２）就労支援事業 

・福岡市就労自立支援センター及びアセスメントセンターの運営を 

継続受託 

  ・福岡市就労自立支援センター市内三か所の小規模事業所形式で運営 

  ・福岡市就労自立支援センター、昨年度の事業所の定員不足に伴い定員

を 2増（旧定員 24人から新定員 26人） 

・アセスメントセンターの稼働率により、福岡市への返納金発生 

・三事業所およびアセスメントセンターの情報共有のため、VPMネットワ

ーク（仮想専用回線）による情報共有システムおよび、filemaker server

による統合データベースを運用 

・株式会社博運社と連携し、就労体験研修をスタート。 

・COVID-19 感染症対策のため、事業所間会議・研修をオンライン化、検

温、消毒の徹底、マスク配布、非常食料の備蓄強化などを実施 

・新規入所者平均年齢が 39.7歳になり、初めて 40歳を下回る。 

・就労自立割合は 40％（昨年度 39％と変わらず） 

    

  ３）住居支援事業 

   ・居住相談件数 176件（前年比 4％増） 

   ・居住支援に関し、国土交通省「令和 4 年度居住支援法人活動支援事業

補助金」を 4月～1月末まで利用 
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   ・サポートホーム（サブリース）利用者総数 73名 

・サポートホーム（サブリース）利用者変動数 

和白地区 ：入居 3名 退去 3名 

    その他東区：入居 1名 退去 1名 

    城南区  ：入居 2名 退去 3名 

    その他  ：入居 0名 退去 0名 

      ・保証事業の利用者：入居 0名 退去 4名 

   ・緊急連絡先引受のみ対応：入居 6名(緊急連絡先引受総数 18名) 

      ・一般住宅のゴミ屋敷化・医療搬送事例で転居対応（1名） 

      ・入院中の住居喪失者に介護施設入所までの一時サポートを提供（1 名） 

・住居支援についての統合データベースシステムを運用中 

    （filemaker pro19 Advancedを利用） 

   ・死後事務委任を引受、霊園予約、法務局遺言書預かりなど対応 

   ・高齢者住宅財団による包括的保証委託契約を利用継続 

    

     ４）諸相談事業 

   ・“法律相談”福岡県弁護士会と実施 

   ・Ｗｅｂ相談、電話相談実施 

・相談件数 実人数 191人  

(男性 130名、女性 47名、世帯 13世帯 不明 1名) 

 前年比 4.9％増（7年連続増） 

相談者のアセスメントセンター入所 9名 女性シェルター入所 1名 

   ・相談支援についての統合データベースシステムを運用中 

    （filemaker pro19 advancedを利用） 

   ・赤い羽根 新型コロナ感染下の福祉活動応援 助成金を利用して、困窮

相談に対する食料の緊急援助を実施。 

   ・AMAZON欲しいものリストを利用し、保存食料等の寄付を受領(緊急支援

物資、日用品、保存食料など) 

   ・就労支援センター退所者のアフターケア事業継続 

 

  ５）生活支援事業 

   ・サポートホーム入居者 2名が自宅にて死去 

      ・サポートホーム入居者 1名、被保証人 2名が介護施設等へ入所 

      ・被保証人 2名が自立転居 

      ・サポートホーム入居者 3名が自主退去 

    ・家庭訪問と電話による安否確認を実施中 

・コロナワクチンの接種予約のサポート、会場送迎（約 20人） 
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・高齢化に伴う生活支援方策について各機関と連携中 

      ・20代前半の若年入居者による近隣トラブルに対応し転居支援（1名） 

・依存症対応のため「ジャパンマック福岡を支える会」会員を継続 

・触法障がい者・高齢者支援のため「福岡地域生活定着支援協議会」 

会員を継続 

・入居者 3名の債務相談に対応 

 

  ６）障がい者福祉事業 

    実施なし 

 

７）広報 

   ・Facebookの活用、ホームページとの連動 

   ・メディア掲載、放映履歴 

     ・西日本新聞連載コラム“すまう つながる”隔週火曜日連載を開始 

   ・調査研究、研修協力 

  （研究協力） 

・早稲田大学人間科学学術院 古山周太郎准教授 研究ヒアリング 

・日本 NPO 学会第 23 回研究大会（東北大学） 

パネルセッション共同発表“NPOのビジネス志向と倫理” 

    ・ナラティブアプローチを活用した、草の根 NPO「振り返り」評価手法

の構築（トヨタ財団助成プログラム）アドバイザリー 

  （研修協力・講師） 

  ・福岡市・市民公益活動担い手発掘プログラム 

  コレクティブふくおか＋ 講師 

・講演活動や委員会参加等 

・福岡県ホームレス自立支援推進会議 委員として参加 

・福岡市ホームレス自立支援推進会議 委員として参加 

・福岡県・居住支援法人連絡協議会 委員として参加 

・福岡市・居住支援法人連絡協議会 委員として参加 

 

事業実績（生活困窮者の自立支援及び諸相談） 

事 業 名 住居支援 生活相談 就労支援 職業紹介 法律相談 障がい者支援 

相 談 者 数 １７６人 １５９人 １１２人 １１２人 ２９人 ０人 

社会復帰・自立者数  ２２人 ２２人  ６８人 ０人 １５人   ０人 

※ 相談者数は実人数。実際の相談回数はこれより増える。 

※ 住居支援相談者数には電話相談を含み、生活相談と一部重複している。 

※ 就労支援のうち就労による自立者数は３２人 
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令和 3 年度 事業の実施に関する事項報告 

（１）特定非営利活動に関する事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円） 

生活困窮者の 

自立のための

住居支援事業 

住居相談 毎日 事務局 
４人 

福岡市内の生活困窮者 

：176 人 

28,018 

サポートホー

ムの運営 

毎日 東区、城南区 

南区、博多区等 ６人 

入居者 73 人 

生活困窮者の 

自立のための

保証人活動 

事業 

 

保証人 

活動 

 

随時 

事務局及び 

各自の住居 ５人 

 

連帯保証をしている人 

27 人 

生活困窮者の 

自立のための

生活支援事業 

 

生活支援 

 

随時 

 

各自の住居 ６人 

 

自立者 118 人 0 

生活困窮者の 

自立のための

就労支援事業 

 

就労支援 

 

毎日 
 

博多区保護三課、 

就労自立支援 

センター、アセスメ

ントセンター 

１７人 

就労自立支援センターと 

アセスメントセンター 

入所者 112 人 

  89,650 

生活困窮者の 

諸相談業務 

事業 

緊急支援 随時 
事務局および、 

各自の住居 ４人 

福岡都市圏の生活困窮者 

29 人 

0 

生活相談 随時 事務局 

４人 

福岡都市圏の生活困窮者 

159人 

0 

生活困窮者の 

自立支援に関

する調査・研

究事業 

 

調査・研究 

 

実施なし 

 

 

 

0 

生活困窮者の 

自立支援に関

する出版事業 

 

出版 

 

実施なし 

 

 

 

0 

障害者総合支

援法に基づく

障害福祉サー

ビス事業 

 

グループホー

ムの運営 

 

実施なし 

 
 

 

 

 
 

0 

有料職業  

紹介事業  

職業紹介 通年 事務局 
１０人 

センター入所者他  112人 0 

 

（２）その他の事業 

定款の事業名 事業内容 日時 実施場所 従事者の人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円） 

文化事業 講演など  実施予定なし   0 

物品販売事業 物品販売  実施予定なし   0 
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（資料） 

【メディア掲載】           

西日本新聞“すまう つながる”隔週火曜日連載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


